
　「燃えないごみ」として捨てられている小型家電には、貴金属やレアメタルなどの有用な金属が含まれています。
　市では、貴重な資源を再生利用するため、公共施設などに回収ボックスを設置し、不要となった小型家電を回収し
ています。ごみの減量と資源の有効活用のため、皆さんのご協力をお願いします。

■  ボックスへの投入は、各施設の開館（営業）時間内にお願いします。
■ 個人情報は消去してから投入してください。
■  電池、バッテリー類は火災の恐れがあるため取り除いてください。※電池は「燃えな

いごみ」に出してください。小型充電式電池は、くらし環境課で回収しています。
■ 投入されたものは返却できません。

利用する際のお願い

　市では、令和４年５月から、宅配便を利用したパソコンなどの使用済小型家電の
回収・再資源化を行うリネットジャパンリサイクル㈱（愛知県大府市）と「使用済
小型家電等回収に係る連携と協力に関する協定」を締結しています。

詳しくは、リネットジャパンリサイクル㈱ホームページをご覧ください▶
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使用済み小型家電を回収しています

　令和７年度は149件の申し込みがあり、約1.3トンのパソコンなど
が回収されています。不要なパソコンの処分にお困りの人はぜひご活
用ください。

※パソコン本体を含む回収は無料ですが、モニターなどの周辺機器や小型家電のみの回収は有料（１箱1,848円）です。

家庭で不要になった
パソコンも無料※で
回収しています

市役所（本館、別館）、各コミュニティセンター
（南、東、西）、市民文化センター、イオンスー
パーセンター十和田店、北里大学、サンデー十和

回収ボックス設置場所回収対象　家庭で不要になった電子・電気機器

携帯電話 デジタルカメラ 電源コード リモコン

(例)

※サイズ：12㎝×30㎝以下（回収ボックスに入る大きさ）

田店、スーパーカケモ（西金崎店、三小通り店）、
ヤマヨ十和田店

　資源集団回収は、町内会や子ども会、PTAなどの団体が、各家庭から出る繊維類
（衣類、帽子、バッグなど）や新聞紙、段ボール、びん、缶などの資源物を持ち寄り、
リサイクルに取り組む活動です。

■���団体の登録は２世帯以上であれば家族、友人など、どなたとでもできます。
家庭から出る資源物を「ごみ」にせず、リサイクルに取り組みましょう。

■�資源集団回収を始めたい人は、くらし環境課までご相談ください。

資源集団回収のメリット資源集団回収のメリット

ごみの減量に
つながる▶回収業者からの売払金

▶市からの奨励金（５円／㎏）

収益がでる

活動が活発な団体では、
年間で８万円以上の奨励
金を受け取っている事例も
あります

資源集団回収に資源集団回収に
取り組んでみませんか取り組んでみませんか

実施
団体数

回収量（換算重量）［kg］ 奨励金
（円）びん類 金属類 紙類 計

62団体 1,669.9 24,208.4 202,475.0 228,353.3 1,141,752

令和７年度の実績令和７年度の実績

※四捨五入の関係で、回収量の計と奨励金の額が一致しません。

地域の
コミュニティ
づくりに役立つ

資源の保全に
つながる

　令和７年度は62団体が資源集団回
収を実施し、22万8,353kgの資源物が
リサイクルされ、市では114万1,752円
の奨励金を支給しました。

問くらし環境課☎0176-51-6726


